
１

おくのえいこ県政報告

初
秋
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

ま
た
今
年
は
四
年
に
一
度
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
で
す
。
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
日
本
選
手
団
の
大
活
躍
を
手
に
汗
握
っ
て
応

援
し
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
県
勢
の
活
躍
も
光
り
、
女
子
柔
道
７０
キ
ロ

級
の
田
知
本
遥
選
手
と
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
４８
キ
ロ
級
登
坂
絵
莉
選
手
の
二
人

が
見
事
金
メ
ダ
ル
を
手
に
し
ま
し
た
。
富
山
県
民
と
し
て
誇
ら
し
い
限
り
で

す
。四

年
後
に
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
よ
り
多
く
の
日
本
代

表
選
手
と
メ
ダ
リ
ス
ト
が
富
山
県
か
ら
誕
生
す
る
よ
う
に
、
ス
ポ
ー
ツ
施
策

に
も
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

最
後
に
、
県
議
会
の
自
民
党
会
派
所
属
の
前
議
員
に
よ
る
政
務
活
動
費
の

不
正
請
求
が
発
覚
し
、
皆
様
に
は
大
変
な
ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
今

後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
初
心
を
忘
れ
ず
、
会
派
と
議
会
の
信

頼
回
復
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

平成28年８月発行
発行：自由民主党
富山県議会議員会
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自
民
党
会
派
に
お
い
て
、
昨
年
９
月
に
犯
罪
被
害
者
支
援
条
例
（
仮
称
）
検
討

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
条
例
に
つ
い
て
議
論
い
た
だ
い
て
い
る
。

国
や
市
町
村
、
関
係
機
関
等
と
連
携
し
検
討
し
取
り
組
ん
で
い
く
。
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Ａ．

現
在
の
美
術
館
の
建
物
は
、
１２
月
の
閉
館
後
も
移
転
事
務
の
た
め
に
当
分
使
う

予
定
で
あ
る
。

現
建
物
、
あ
る
い
は
現
敷
地
を
活
用
す
る
場
合
に
は
、
民
間
活
力
の
活
用
も
含

め
幅
広
く
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
、
幅
広
く
聞
き
取
り
調
査
を
行

い
、
来
春
ま
で
に
一
定
の
方
向
性
を
出
し
た
い
。

ੜ
׆

ڥ
จ
Խ
෦


Ａ．

今
年
度
か
ら
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
す
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
育
成
サ

ポ
ー
ト
事
業
、
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
育
成
強
化
事
業
を
実
施
す
る
。

今
後
設
置
す
る
予
定
の
戦
略
会
議
の
意
見
も
伺
い
、
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
、

本
県
か
ら
一
人
で
も
多
く
の
選
手
が
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

出
場
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。
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Ａ．

今
年
３
月
末
現
在
で
、
２６
都
道
府
県
で
設
置
済
み
と
伺
っ
て
い
る
。

県
と
し
て
は
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
、
自
民
党
に

お
け
る
検
討
状
況
も
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。
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と
や
ま
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
業
財
源
は
、
約

４
割
を
賛
助
会
費
が
占
め
、
相
談
員
の
ほ
と
ん
ど
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
。

事
業
財
源
の
安
定
確
保
、
常
勤
の
相
談
員
の
拡
充
に

よ
る
体
制
強
化
が
中
長
期
的
課
題
と
考
え
て
い
る
。
県

及
び
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援
充

実
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
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Ａ．

ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
用
実
績
が
あ
り
、
除
去
等
の
対

策
が
未
対
応
の
も
の
は
９６
棟
あ
る
。
ま
た
報
告
が
な

い
も
の
が
１
６
２
棟
あ
り
、
毎
年
、
所
有
者
に
対
し

て
文
書
で
報
告
を
求
め
、
状
況
把
握
に
努
め
て
い
る
。

市
町
村
と
と
も
に
、
改
め
て
補
助
制
度
の
活
用
に

つ
い
て
周
知
を
行
い
、
国
の
補
助
期
間
中
に
ア
ス
ベ

ス
ト
の
除
去
等
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
必
要
に
応
じ
て

市
町
村
に
対
し
て
必
要
な
予
算
の
確
保
を
促
す
な
ど
、

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
む
。
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Ａ．

本
県
の
平
成
２７
年
に
お
け
る
ス
ト
ー
カ
ー
事
案
の
認
知
件
数
は
、
１
４
４
件
で
、

平
成
２５
年
か
ら
３
年
間
は
１
４
０
件
を
超
え
、
高
止
ま
り
の
状
態
で
あ
る
。

昨
年
は
、
元
交
際
相
手
か
ら
勤
務
先
付
近
で
待
ち
伏
せ
さ
れ
た
事
案
、
元
配
偶

者
か
ら
携
帯
電
話
に
連
続
し
て
電
話
を
か
け
ら
れ
た
事
案
、
元
交
際
相
手
に
避
難

先
に
押
し
か
け
ら
れ
、
車
の
進
路
に
立
ち
塞
が
れ
る
な
ど
し
た
事
案
が
あ
っ
た
。
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ア
ス
ベ
ス
ト
は
、
平
成
元
年
ま
で
に
建
築
さ
れ
た
建
築
物
に
使
わ
れ
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
。

平
成
元
年
ま
で
に
建
築
さ
れ
た
延
べ
床
面
積
１
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の

民
間
建
築
物
数
は
２
７
７
８
棟
あ
る
。
こ
の
所
有
者
に
対
し
、
含
有
調
査
と
対
応

報
告
を
求
め
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
平
成
２７
年
度
ま
で
に
回
答
が
あ
っ
た
２
６
１
６
棟
の
う
ち
、
４
４

２
棟
に
つ
い
て
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
用
実
績
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
３
４
６

棟
に
つ
い
て
は
対
策
済
み
で
あ
っ
た
。

県
内
の
公
共
建
築
物
は
、
平
成
２２
年
度
ま
で
に
全
て
対
策
済
み
で
あ
る
。
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Ａ．

自
民
党
会
派
に
お
い
て
、
昨
年
９
月
に
犯
罪
被
害
者
支
援
条
例
（
仮
称
）
検
討

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
条
例
に
つ
い
て
議
論
い
た
だ
い
て
い
る
。

国
や
市
町
村
、
関
係
機
関
等
と
連
携
し
検
討
し
取
り
組
ん
で
い
く
。
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Ａ．

現
在
の
美
術
館
の
建
物
は
、
１２
月
の
閉
館
後
も
移
転
事
務
の
た
め
に
当
分
使
う

予
定
で
あ
る
。

現
建
物
、
あ
る
い
は
現
敷
地
を
活
用
す
る
場
合
に
は
、
民
間
活
力
の
活
用
も
含

め
幅
広
く
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
、
幅
広
く
聞
き
取
り
調
査
を
行

い
、
来
春
ま
で
に
一
定
の
方
向
性
を
出
し
た
い
。

ੜ
׆

ڥ
จ
Խ
෦


Ａ．

今
年
度
か
ら
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
す
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
育
成
サ

ポ
ー
ト
事
業
、
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
育
成
強
化
事
業
を
実
施
す
る
。

今
後
設
置
す
る
予
定
の
戦
略
会
議
の
意
見
も
伺
い
、
関
係
団
体
と
連
携
を
図
り
、

本
県
か
ら
一
人
で
も
多
く
の
選
手
が
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

出
場
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。
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今
年
３
月
末
現
在
で
、
２６
都
道
府
県
で
設
置
済
み
と
伺
っ
て
い
る
。

県
と
し
て
は
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
、
自
民
党
に

お
け
る
検
討
状
況
も
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。
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と
や
ま
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
業
財
源
は
、
約

４
割
を
賛
助
会
費
が
占
め
、
相
談
員
の
ほ
と
ん
ど
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
。

事
業
財
源
の
安
定
確
保
、
常
勤
の
相
談
員
の
拡
充
に

よ
る
体
制
強
化
が
中
長
期
的
課
題
と
考
え
て
い
る
。
県

及
び
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援
充

実
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
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ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
用
実
績
が
あ
り
、
除
去
等
の
対

策
が
未
対
応
の
も
の
は
９６
棟
あ
る
。
ま
た
報
告
が
な

い
も
の
が
１
６
２
棟
あ
り
、
毎
年
、
所
有
者
に
対
し

て
文
書
で
報
告
を
求
め
、
状
況
把
握
に
努
め
て
い
る
。

市
町
村
と
と
も
に
、
改
め
て
補
助
制
度
の
活
用
に

つ
い
て
周
知
を
行
い
、
国
の
補
助
期
間
中
に
ア
ス
ベ

ス
ト
の
除
去
等
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
必
要
に
応
じ
て

市
町
村
に
対
し
て
必
要
な
予
算
の
確
保
を
促
す
な
ど
、

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
む
。
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本
県
の
平
成
２７
年
に
お
け
る
ス
ト
ー
カ
ー
事
案
の
認
知
件
数
は
、
１
４
４
件
で
、

平
成
２５
年
か
ら
３
年
間
は
１
４
０
件
を
超
え
、
高
止
ま
り
の
状
態
で
あ
る
。

昨
年
は
、
元
交
際
相
手
か
ら
勤
務
先
付
近
で
待
ち
伏
せ
さ
れ
た
事
案
、
元
配
偶

者
か
ら
携
帯
電
話
に
連
続
し
て
電
話
を
か
け
ら
れ
た
事
案
、
元
交
際
相
手
に
避
難

先
に
押
し
か
け
ら
れ
、
車
の
進
路
に
立
ち
塞
が
れ
る
な
ど
し
た
事
案
が
あ
っ
た
。
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ア
ス
ベ
ス
ト
は
、
平
成
元
年
ま
で
に
建
築
さ
れ
た
建
築
物
に
使
わ
れ
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
。

平
成
元
年
ま
で
に
建
築
さ
れ
た
延
べ
床
面
積
１
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の

民
間
建
築
物
数
は
２
７
７
８
棟
あ
る
。
こ
の
所
有
者
に
対
し
、
含
有
調
査
と
対
応

報
告
を
求
め
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
平
成
２７
年
度
ま
で
に
回
答
が
あ
っ
た
２
６
１
６
棟
の
う
ち
、
４
４

２
棟
に
つ
い
て
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
用
実
績
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
３
４
６

棟
に
つ
い
て
は
対
策
済
み
で
あ
っ
た
。

県
内
の
公
共
建
築
物
は
、
平
成
２２
年
度
ま
で
に
全
て
対
策
済
み
で
あ
る
。
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初
秋
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

先
般
の
参
議
院
議
員
選
挙
で
は
、
皆
様
か
ら
多
大
な
お
力
添
え
を
賜
り
、

野
上
浩
太
郎
議
員
の
三
選
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
野
上
議
員
は
先

日
、
内
閣
官
房
副
長
官
と
い
う
要
職
に
ご
就
任
さ
れ
、
改
め
て
お
力
添
え
頂

い
た
皆
様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
国
と
の
パ
イ
プ
が
よ
り
強
く
な
っ
た

こ
と
で
、
県
と
し
て
も
県
議
会
自
民
党
議
員
会
と
し
て
も
、
よ
り
一
層
の
地

方
創
生
施
策
の
加
速
を
図
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
今
年
は
四
年
に
一
度
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
で
す
。
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
日
本
選
手
団
の
大
活
躍
を
手
に
汗
握
っ
て
応

援
し
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
県
勢
の
活
躍
も
光
り
、
女
子
柔
道
７０
キ
ロ

級
の
田
知
本
遥
選
手
と
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
４８
キ
ロ
級
登
坂
絵
莉
選
手
の
二
人

が
見
事
金
メ
ダ
ル
を
手
に
し
ま
し
た
。
富
山
県
民
と
し
て
誇
ら
し
い
限
り
で

す
。四

年
後
に
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
よ
り
多
く
の
日
本
代

表
選
手
と
メ
ダ
リ
ス
ト
が
富
山
県
か
ら
誕
生
す
る
よ
う
に
、
ス
ポ
ー
ツ
施
策

に
も
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

最
後
に
、
県
議
会
の
自
民
党
会
派
所
属
の
前
議
員
に
よ
る
政
務
活
動
費
の

不
正
請
求
が
発
覚
し
、
皆
様
に
は
大
変
な
ご
心
配
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
今

後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
初
心
を
忘
れ
ず
、
会
派
と
議
会
の
信

頼
回
復
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。
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こ
の
機
会
に
改
め
て
、
政
務
活
動
費
と
政
務
活
動
に
つ
い
て
。

政
治
家
の
活
動
に
は
、
大
き
く
分
け
て
、
自
身
の
政
治
信
条
を
広

め
た
り
支
持
を
集
め
た
り
す
る
後
援
会
活
動
、
選
挙
期
間
に
行
う
選

挙
活
動
、
そ
し
て
議
員
の
職
務
と
し
て
行
う
議
員
活
動
等
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
で
政
務
活
動
費
の
充
当
対
象
は
、
議
員
活
動
の
範
囲
に

限
ら
れ
て
い
ま
す
。

議
員
活
動
に
は
、
議
会
で
の
質
問
等
を
通
し
て
、
行
政
が
提
案
す

る
予
算
案
や
事
業
案
、
条
例
案
等
を
審
査
す
る
、
ま
た
地
域
の
声
や

各
種
業
界
団
体
の
実
情
を
県
政
に
反
映
さ
せ
る
等
の
活
動
が
該
当
し

ま
す
。
そ
の
他
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
な
議
員
提
案
条
例
案

の
策
定
等
も
議
員
活
動
に
含
ま
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
私
が
質
問
を
作
る
際
に
は
、
当
局
側
が
用
意
す
る
資
料

や
主
張
だ
け
で
は
な
く
、
国
会
議
員
の
先
生
に
仲
介
し
て
も
ら
い
、

国
の
方
針
や
全
国
の
状
況
等
に
つ
い
て
、
省
庁
の
担
当
者
か
ら
直
接

レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
る
た
め
に
上
京
し
ま
す
し
、
先
駆
的
な
事
例
を

伺
う
た
め
に
他
県
に
視
察
に
行
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
の
交

通
費
は
政
務
活
動
費
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
多
く
の
統
計
資
料
や
関
連
法
令
の
確
認
等
の
調
査
は
、
ひ

と
り
で
は
限
界
が
あ
る
の
で
、
事
務
所
に
て
雇
用
も
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
事
務
所
で
は
後
援
会
活
動
も
行
う
の
で
、
県
議
会
自
民
党

会
派
の
ル
ー
ル
で
は
、
政
務
活
動
費
と
し
て
充
当
す
る
人
件
費
は
一

部
に
留
め
て
い
ま
す
。

政
務
活
動
費
は
議
員
と
し
て
の
職
務
を
全
う
し
、
議
会
全
体
の
チ

ェ
ッ
ク
機
能
を
高
め
て
い
く
上
で
必
要
不
可
欠
と
考
え
ま
す
が
、
そ

の
使
途
は
厳
密
に
県
民
の
皆
さ
ん
に
還
元
で
き
る
も
の
で
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
な
活
動
に
改
め
て
邁
進
し
て

い
く
所
存
で
す
。

ぜひご覧ください。

Ａ．

県
警
察
で
は
、
警
察
本
部
内
に
部
門
横
断
的

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
部
門
間

の
連
携
強
化
や
警
察
署
等
の
指
導
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
警
察
署
に
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
設
置
し
、
ス
ト
ー
カ
ー
事
案
な
ど
を
認
知
し

た
場
合
は
本
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
へ
即
報

す
る
な
ど
、
事
案
対
応
の
体
制
を
整
備
し
て
い

る
。加

害
者
に
対
し
て
は
、
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
、

そ
の
他
刑
罰
法
令
の
適
用
に
よ
る
検
挙
、
ス
ト

ー
カ
ー
規
制
法
に
基
づ
く
警
告
、
そ
れ
以
外
の

指
導
警
告
な
ど
の
措
置
を
と
っ
て
い
る
。

被
害
者
に
は
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
貸
し
出
し
や

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
制
限
の
教
示
、
一
時
避

難
場
所
の
提
供
、
被
害
者
宅
周
辺
等
の
警
戒
活

動
、
１
１
０
番
を
受
理
し
た
際
に
被
害
者
の
情

報
が
瞬
時
に
表
示
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
へ
の
登
録

な
ど
の
安
全
確
保
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
ま
た
、

被
害
者
が
被
害
申
告
を
た
め
ら
う
場
合
は
、
過

去
の
事
例
を
説
明
し
被
害
申
告
を
促
し
て
い
る
。

ス
ト
ー
カ
ー
事
案
は
、
一
度
お
さ
ま
っ
て
も

繰
り
返
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
か
ら
、
継

続
的
に
経
過
確
認
を
行
っ
て
い
る
。
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